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巻頭言

思 い 出

小 林 祐 次

私 は昨年3月 大阪大学 を定年退職 しま した。

長 ら く低温 セ ンターだ よ りの編集委員 とセ ンターの運営委員 を勤め させ ていただ きましたが低温

屋で は無 く、単 なる利用者 として20年 以上 に亘 ってセンターにお世話 になって きました。 どう して

も巻頭言の ようなことは書 けそ うにあ りません。義務 を果たすために思 い出を書かせ ていただきま

す。

低温センター とのかかわ りは昭和54年(1979)に 突然やって きま した。1960年 代 の終わ り頃 よ り

NMRを 用いて生体高分子の構 造 を解析 する試みが始 ま り、蛋 白質研 究所 に も伊勢村先生 により100

MHzの 装置が導入 され ました。 まだ アミノ酸が4～5残 基連 なった小 さいペプチ ド鎖の構 造解析

が行 える程度 で、蛋 白研 の溶液 学部門ではプロ リンを含むペ プチ ド鎖のシスー トランス転移 を調べ

てい ま した。学生時代 にNMR討 論会 で発表 した ところ偉 い先生 か ら貴方はNMRで 生物 の研 究が出

来 ると思 っているのですか と質問 され、生 意気 にも、そのつ もりで研究 しています と答 えたことを

覚 えてい ます。1970年 初頭 に京大工学部 に超伝導磁石 を用 いた220MHzの 装置が導入 され ま した。

私 はプロリンを含 むコラーゲ ンのキデルペプチ ドを持 って装置を借 りに出かけました。いつ も技官

の方々が帰宅 されたあ と、朝 まで装置をお借 りしました。 しか し、磁場 ロック もない装置で、勿論

まだCWの 装置で した。(後 にCATが 付加 され ました。)ヘ リウムの液化機が直結 されていて、 よ く

クエ ンチを起 こすノイズの多い装置で したが、 この装置のお陰で、1971年 には 日本 で最初 のポ リペ

プチ ドの構造解析 の論文 を京極先生 と共著 でJ.M.B.誌 に投稿 しました。是非高磁場で のNMR測 定

が した くて、新婚旅行中 にスイス のBruker社 の工場 に滞在 し、蛋 白質奨励会 と共 同研 究 を行 って

いた環状の生理活性 ペプチ ドの270MHzで の構造解析 を行 った りもしました。その後、東大の理学

部 に270MHzの 装 置が設置 され、 またペ プチ ドを持 って装置 を借 りに出かけました。そ して、その

感度の よさに感動 しま した。世界 的にはFT法 による超伝導磁石のNMRが ペ プチ ドや核酸の構造解

析 に用い られ るようにな りました。阪大 に も是 非導入 したい ものだ と考 えま した。丁度世 の中は、

日本の大幅な輸出超過 と国際収支の黒字 といった、欧米諸 国 との貿易摩擦が激化 した時期 で政府 は

短絡 的 に外貨減 ら しの ために高価 な外 国製 品の購 入 を奨励 して い ました。 また赤堀 四郎先生が

NMRに 非常 に興味 を持 って くだ さり、文部省 の顧問の ようなこ とをしてお られた ことか ら、本省

に もいろいろ働 きかけて くださいま した。本省での質問 に答 えられるように と"さ わ らび"で 先生

にNMRで 蛋 白質の何が分か るか2～3度 御進講申 し上 げた こともあ りました。伊勢村先生の後 を

継がれた京極先生 も当時の所長 であった角戸先生 と一緒 に随分尽力 され、1979年 に2年 に亘 る2億
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円 とい う大 きなNMR購 入 の予算が付 くこ とにな りま した。私 も超伝導核磁気共鳴装置担 当助手 と

な り、長いボス ドク生活 に終わ りを告げるこ とにな りま した。 さらに私 たち自身が驚いた ことに、

当時の感覚か らする と湯水 のようにヘ リウムを必要 とす る装置のため に、念のためにと申請 した大

型のヘ リウム液化機 の購入予算 まで付 くこ とにな りました。時 まさに円高の時代 で、今では信 じら

れない ことですが、円高差益 もあ り、当時ベス トと考 えられたCTI-1400の 装置 を購入で きました。

蛋 白研 では同時 に結 晶解析セ ンターの設置が認 め られ、NMR装 置棟 を含 む建物の設計 か ら始 め

ることにな りました。低温 に関する知識 は京極先生 も私 も全 く無 く、液体窒素 を寒剤 に用いたこと

がある程度でヘ リウム液化機の面倒 を見 るなどとい ったことは全 く想像 も出来ない状態で した。 ま

ず京極先生 と相談 し、液化機 は低温セ ンターに設置 していただ き、我々が必要 とす る量 のヘ リウム

を供給 して もらえるな ら、後は、低温セ ンターで 自由にお使いいただこうとい うことに しま した。

低温セ ンターではこの装置一台で吹 田地 区の全ヘ リウムを賄 えると大歓迎 で引 き取 っていただける

上 に、心配 した設置場所 も十分確保で きる との返事 を頂 き、双方が全 く満足で きる話 し合いが京極

先生 と当時のセ ンター長であ られた犬石教授 との間で成立 しま した。その少 し前 に医学部で山野俊

雄先生 を中心 にVarian社 の200MHZの 装置 を購入 され ま した。 これは、可愛い卵形 のマ グネ ッ トを

もつ装置で、ほ とんどメ ンテナンス フリーの名機 で した。 これが阪大 に入 った最初 の超伝導NMR

の装置で、非常 にヘ リウムの消費量 も少 ない機械で したが、中ノ島にあ った医学部ではヘ リウムの

回収 は出来 ませ んで した。私 たちには、ヘ リウムの供給法や回収 ラインの問題が残 りました。全 く

の素人の私 にセ ンターの助手であ られた山本純也先生 が非常 にご親切 にいろいろ助言 をして くださ

い ました。今 は岩谷に移 られた大阪酸素 の入江 さん初め多 くの方 に教 えていただ きなが ら蛋白研か

らセ ンターまでのお よそ600mの 回収 ライ ンの設計 をしま した。 回収 ライ ンの建設費 を銀行 に貯金

する と当時 の高い金利 か らすると、金利 だけでヘ リウム代 は賄 えることにな りましたが勿論回収 に

こだわ りま した。窒素やヘ リウムを運搬す るため に電動 の台車 を設計 しま した。NMR本 体 は京極

先生 と文字通 り日夜検:討して、Bruker社 の360MHzの ワイ ドボアの装 置を購入す ること,に決めま し

た。今 では大 きくなったBruker社 も当時 は 日本 に4人 しか人 はい な くサ ー ビス も余 り期待 で きま

せんで した。そ こで機械 に習熟す るため、私がスイスの工場 に行 って組み立 てか ら付 き合 って装置

の勉 強をす ることにな りました。公式 には後 に二次元NMR法 の発明でノーベ ル賞 を受賞す るETH

のEmst教 授の下に留学す ることとして、実際 にはほ とんどBruker社 の工場で過 ご しま した。 また

工:場の人たちが退社 した後、深夜 まで出荷前 の装 置で測定 を学 びま した。 とくに開発 中の二次元

NMRの 測定 をErnst教 授 の元助教 授 で あ り、Bruker社 に移 っていたBartholdi博 士 と、 やは り

EMBLEか ら移 って きていた野坂篤子博士 とともに、私 の持参 したペプチ ドを用いて試 しま した。

液体ヘ リウム については、 日本 では血の一滴 と考 え、1L程 度の液体ヘ リウムを全 く無駄 な く回収

す ると聞か されていて、その取 り扱 いに習熟するこ とも大 きな 目的で した。 しか し工場 では毎週木

曜 日の夕方 は組 み立て中の装置 の横 でワイ ンパーティーを催 すのが通例で、最初 にパーティの最中

に、磁場入 れ中のマ グネ ッ トが クエ ンチ して白煙が噴 き出すのを見た ときは度肝 を抜かれた思 いで

した。技術者たちは赤ちゃんの ときに病気 した子供のほ うがあ とで健康 に育つ ように、磁 場 も磁場

入れ中にクエンチを繰 り返すほうが良い磁場が出来 ると言 って全 く平気で した。そのうち私 もクエ
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ンチになれ ましたがいかに も工場 内の大気 のヘ リウム濃度が高い印象 を受け ました。(こ の間の状

況 は一度セ ンターだ よ りに書かせ ていただ きま した。)結 局、彼 らは全 く回収 しませ んが、ヘ リウ

ムの トランス ファー中に回収 を行わない とロス率が非常 に高 くなることを実感 し回収 ライ ンの設計

にそのこ とを考慮す る よう 日本 に電話 しま した。当時製作 部長だったScittenhelm氏 か らは非常 に

多 くのノウハ ウを教 えて もらい ま した。彼 には回収 ライ ンの設計 を何度 もチェ ック して もらい、最

終的に出来上がったライ ンは、その後岡崎 の生理研初 め 日本の超伝導NMRの ヘ リウム回収 ライ ン

の雛形 として多 くの人たちが利用 され ました。サ ンプルの交換やヘ リウムの トランスファーのため

に階段つ きの木製の踏 み台 を作 ることや、天井 を高 くす ること、マグネッ トの地震対策 を講 じるこ

'となど今で は常識の ことを全 ては じめて学 び ました
。英国のOxford社 が全 く約束 を守 らず、遅れ

に遅れてマ グネ ッ トがスイスに届 きま した。結局私のスイス滞在 も4ヶ 月に及び ました。会計年度

も替 わ り、5月 の会計検査 も原木の保税事務所で現物 を確 認 した とい う京極先生 の一札 を入れるこ

とでパス させて もらう離れ業 で した。磁場 の立 ち上 げにはShittenhelm氏 自身が来 日して くれま し

たが、蛋 白研 で磁場入れ をす る際、磁場 が80%に 達 した ところで仕上 げは明 日にしようと電源をは

ずそうとした瞬間に電流が逆流 しクエ ンチを起 こしました。結局電源 も焼 けこげ、マ グネ ッ トの中

の コネクターを傷めて しまい、マグネ ット全体 を英国に送 り返す ことにな りま した。免税品 として

輸入 していたので、再輸入 には面倒 な手続 きがあ り、蛋 白研 の事務 だけでな く本部の人たちに随分

助けていただ きま した。磁場入れに際 し購入 したヘ リウムめ容器が トラックでの輸送中に、空気 を

吸い込み氷が排気 ロを塞いだ状態で到着 しま した。山本先生 に対 策を尋ねる と加熱 した金属棒で上

か ら突付 くしか ない と言われ、他の八々を離れさせて、助手の先生 と私が低温 センターの前 で突付

きま した。突然氷が砕けて噴水 のようにヘ リウムが噴出 した瞬間が今 で も目に浮かびます。い よい

よ本格的 に稼動 し始めた後 も、ヘ リウムを汚 さずに回収で きるまで は技官の脇坂 さん、辻 さん、そ

の後入 られた牧山 さんには随分お世話 にな りました。全 くの素人がそれ までは考 えられないほどの

量のヘ リウムを使 うのですか ら山本先生 だけでな く、これ ら技官の人々 もハラハ ラしなが ら見守 っ

て下 さっていた ことと思い ます。お陰で後 にWnthrich博 士が ノーベル賞 を受賞 した蛋白質の溶液

構造 をNMRで 決定する手法の開発 に参加 する ことが出来 ました。特 に溶液中では不安定で、 とて

も構造決定 が不可能 といわれていた小 さいペ プチ ドの溶液構造 を、 コノ トキシンGIと い う13残 基

の環状ペプチ ドを用いて決定 し、その構造一活性相 関を検討 した論文を世界 で最初 に発表す ること

が出来 ま した。その後、多 くの製薬会社の入 々とともに、多 くの生理活性ペプチ ドに適用 し、薬 の

合理的設計に応用、しようとして きました。 これが嵩 じて私 自身が薬学部 に移 りその実現 を目指 しま

した。薬学部で もヘ リウム回収が大 きな課題 とな り、総長裁量経費で薬学部か ら低温セ ンターまで

の1.8Kmに 及ぶ回収 ラインを設置 していただ くことが出来 ま した。吹田キ ャンパス内の多 くの部局

が今 この ラインを使 ってヘ リウムを回収 してお られるのは、低温セ ンターや事務の人々の助 けを借

りなが ら努力 した甲斐が あった と喜んでい ます。学内でヘ リウムを液化せずに、外部か ら購入 した

ほうが安 く付 くので はとい った意見 は常 にあ ります。 しか し、天然資源 を大切 に利用するこ とは次

世代 の人々のことを考 えて も、利用 させて もらっている我々の義務だ と考 えます。今、 コンビニで

ペ ッ トボ トル入 りの水 をガソ リンとほぼ同 じ100円 程度 で抵抗感無 く買 うことに私は大 きな矛盾 を
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感 じます。イラクで多 くの人命 が失われているのも元 を糺せ ば多 くは限 られた天然資源である石油

に起因す ると思い ます。ヘ リウム も濃度の高い天然 ガスが枯渇する と、大気中から回収するには莫

大 な費用 を要 します。阪大で は幸 い低温セ ンターが非常 にうま く機能 しています。是非 これか らも

関係者の努力 で この体制が続 くことを願 ってい ます。蛋 白研が購入 し30L/hの 能力 を誇 った液化機

も15年 間の勤め を吹田地区で終 え、平成8年 に新 しく施設整備費で購入 した100L/hの 能力 を持 つ

装置 と交代 し、現在 は福井大学 に移設 され現在 も彼 の地でヘ リウム供給 を続けてい ます。幸 いなこ

とに私 も大阪大学 の特任教授 、大阪薬科大学 の客員教授 として研究 を続 ける場所 を提供 され微力な

が らも楽 しくや らせて もらっています。 この度、豊 中地区での新 しい装置 の導入 に続 き、吹 田地区

に も200L/hの 今 までの倍 の能力 を持つ新 しい装 置の設置が行われている と聞 き嬉 し く思 ってい ま

す。先人の努力 のお陰で私のような低温 の門外漢が担 当 して も600MHzの 装 置 も導入 で きました し、

さらに最近では阪大 では750MHz、800MHzと いったNMR装 置 もヘ リウムの供給 に何の危惧 も無 く

導入 で きました。 これ らは低温 センターが旨 く機能 していたか らに他な らない ことを強調 してお き

たい と思います。ただ返す返す も残念 なことは、 よりによって ここに紹介 した ように低温セ ンター

で重要 な役割 を果 た して下 さった、京極先生 、山本先生、脇坂 さん、辻 さんが志半ばに して若 くし

てお亡 くな りになって しまった事です。 ご冥福 をお祈 りしたい と思い ます。最後 に多 くの面 で助け

ていただいた関係者 に感謝す るす る とともに、怠慢 なセンターだ よりの編集委員、セ ンター運営委

員であった ことを心か らお詫びい た します。
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